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BFermiニ ー 1.126TとなるoBapp1-4.5Tに対 してG,p-28･7×108rad･S~1となり,lBAi｡[
-o･34Tが得 られる｡ rigidlatticeに対する計算値 慨 iJ-1･86T(0-サイ ト),0･522T(T-































定なT-サイ トを占めるものと,準安定な0-サイ トを占めるもの とがあると考えると,60ns





















電総研 近 藤 淳
金属中を動く粒子と伝導電子との相互作用が粒子の運動にどのような影響 を及ぼすかという
問題を考える｡特に金属電子に附随した赤外発散がどのような効果を持つかという点に重点を
起き,その結果を銅中の正ミュオンの拡散係数の実験結果 と比較する｡
一般論として,粒子の質量が電子質量より十分大きいと考え,断熱近似 を適用 してみるOま
ず粒子を固定し,電子系の波動関数を定める｡粒子が電子に及ぼすポテンシャル ･エネルギー
をVRとし,電子の運動エネルギー をHoとして
(Ho+VR)oR-Eo¢R
によって電子系の波動関数 ¢Rを定める｡Rは粒子の座標である｡E｡は断熱ポテンシャルに相
当するが今の場合Rによらないとする｡断熱近似では全系の波動関数を
V-OR･サ(R) (1)
のようにおき,粒子の波動関数少(R)を,粒子の感じる周期ポテンシャルU(R)及び断熱ポテ
ンシャルの中で解く｡(1)は粒子と電子の相互作用を最も得する形になっているo少もU(R)
の中で解かれたのであれば(1)のエネ/レギーは申分ないものになっていると思われるかも知れ
ない｡しかし(1)を用いて全エネルギーの平均を求めると,粒子の運動エネルギーを¢Rに作
用したものが生じる｡つまり
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